


やきものたまご創生塾とは
萬古焼は江戸時代中期に豪商・沼波弄山が開窯したの
が始まりで、萬古焼という名は沼波家の屋号から命名
されたと言われています。｢萬古｣「萬古不易」の名は
「いつの世までも栄える優れたやきもの」という意味
が込められています。

萬古陶磁器工業協同組合では、魅力と活力ある萬古陶
磁器業界の将来を担う製陶技術者育成を目的とした研
修 “やきものたまご創生塾” を2007年から実施し、
57名の修了生を輩出しています。（2022年3月時点）

やきものたまご創生塾は、一人ひとりの能力を最大限
に伸ばし、業界に貢献できる人材を育てます。

修了後の進路
修了生の約9割が、萬古陶磁器業界へ就職し、さまざまな業務に従事しています。
就職先で経験を積み、技術や知識に磨きをかけ、陶芸作家として活躍する人も多くいます。
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少人数制による充実した指導

釉薬調合 下絵付け

講義 : 陶磁器概論、原料 等

ロクロ成形

本焼成企業内研修

やきものたまご創生塾は、少人数制で個々の能力に応
じた指導が受けられることが特徴で、経験者から初心
者まで多くの人が学べるところです。

研修ではロクロ成形の技術習得に大きな重点を置いて
います。やきものづくりにとって大切な感性を育むに
あたり、自分の手でロクロ上の土を自由に成形できる
ということが、全ての技術者の基礎になると考えてい
るからです。

その他にも、陶磁器概論や原料などの講義、企業内研
修、他産地研修といった、陶磁器に関連する知識を幅
広く身につけるカリキュラムが用意されています。




